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目的 

我々は H. pyloriの菌体内に外部からの刺激に反応して、定着因子である

ureaseや細胞毒素である CagA、VacAが細胞膜に向かって輸送するシステ

ムを見出し、菌体内ナノ輸送システム(ibNoTS)と名付けた。そのシステム

の輸送ルートがまだ解明されてないため、我々が開発した「菌体内線維様

構造を可視化する方法」を使い、免疫電子顕微鏡法を用いてH.pylori 
CagA、VacAと ureaseの ibNoTS輸送ルートと骨格構成タンパクである
MreB線維を含む菌体内線維様構造物との関係を明らかにすることを目的
とした。 

内容 

我々が開発した菌体内線維様構造を可視化出来る方法を使い、免疫電子顕

微鏡法を用いて、H.pylori病原因子の ibNoTS輸送ルートとMreB線維を含

む菌体内線維様構造物との関係を明らかにする。これまでの研究の結果、

CagA ibNoTSの輸送ルートとMreB線維との関連を明らかにし、また urease

の ibNoTS は MreB 線維と関連しない別のルートであることが分かった。

Urease ibNoTS輸送ルート解明の為に ureaseと菌体内線維様構造物 FtsZと

の二重染色の免疫電顕をした結果、urease ibNoTSの輸送ルートと FtsZ線維

には深い関連が示唆され、CagAの ibNoTSは FtsZ線維と関連しないことが

分かった。さらに、その他の病原因子 VacA ibNoTS輸送ルートとMreBや

FtsZ線維が近接しているかを詳細に解析する。 
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